
宇治市開浄水場（地下水）の存続を訴えます！ 
 市水道部―平成１８年１２月突然、休止を発表。住民との協定・歴史的経緯無視！ 

裁判にも訴え、存続を求めて、３年間取り組みを続けています。 

安い・良質・豊富な井戸水（地下水）は、災害などいざという時のために、貴重な資源です。 
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澄
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開地区自治連合会 開ヶ丘自治会 一里丘住宅地自治会 第二次水道問題対策委員会 


